
 

 

第２章第２章第２章第２章    市民協働のまちづくり市民協働のまちづくり市民協働のまちづくり市民協働のまちづくり    

    

１１１１    協働とは協働とは協働とは協働とは    

環境や考え方が異なるものが、それぞれの特性を活かし、共通の目的のため環境や考え方が異なるものが、それぞれの特性を活かし、共通の目的のため環境や考え方が異なるものが、それぞれの特性を活かし、共通の目的のため環境や考え方が異なるものが、それぞれの特性を活かし、共通の目的のため

に、それぞれの資源や能力等を持ち寄り、対等な立場で連携・協力していくこに、それぞれの資源や能力等を持ち寄り、対等な立場で連携・協力していくこに、それぞれの資源や能力等を持ち寄り、対等な立場で連携・協力していくこに、それぞれの資源や能力等を持ち寄り、対等な立場で連携・協力していくこ

とをいいます。とをいいます。とをいいます。とをいいます。    

                    特に、市民協働とは、市民※と行政が良きパートナーとして、それぞれの力特に、市民協働とは、市民※と行政が良きパートナーとして、それぞれの力特に、市民協働とは、市民※と行政が良きパートナーとして、それぞれの力特に、市民協働とは、市民※と行政が良きパートナーとして、それぞれの力

を活かしながら「まちづくり」という共通の目的をもって、地域の課題を解決を活かしながら「まちづくり」という共通の目的をもって、地域の課題を解決を活かしながら「まちづくり」という共通の目的をもって、地域の課題を解決を活かしながら「まちづくり」という共通の目的をもって、地域の課題を解決

することをいいます。することをいいます。することをいいます。することをいいます。    

    

                        市民※：市民、地域、ＮＰＯ法人等の団体、企業など市民※：市民、地域、ＮＰＯ法人等の団体、企業など市民※：市民、地域、ＮＰＯ法人等の団体、企業など市民※：市民、地域、ＮＰＯ法人等の団体、企業など        

    

    

    ２２２２    協働の意義協働の意義協働の意義協働の意義    

市民ニーズがより一層多様化・高度化する中、これまで行政主導型であった市民ニーズがより一層多様化・高度化する中、これまで行政主導型であった市民ニーズがより一層多様化・高度化する中、これまで行政主導型であった市民ニーズがより一層多様化・高度化する中、これまで行政主導型であった

公共サービスについては、市民と行政がお互いの役割と責任を明確にし、最適公共サービスについては、市民と行政がお互いの役割と責任を明確にし、最適公共サービスについては、市民と行政がお互いの役割と責任を明確にし、最適公共サービスについては、市民と行政がお互いの役割と責任を明確にし、最適

なサービスを提供するための仕組みづくりが求められています。なサービスを提供するための仕組みづくりが求められています。なサービスを提供するための仕組みづくりが求められています。なサービスを提供するための仕組みづくりが求められています。    

                    この新しい公共サービスを担う市民の活動は、特に重要であり、次のようなこの新しい公共サービスを担う市民の活動は、特に重要であり、次のようなこの新しい公共サービスを担う市民の活動は、特に重要であり、次のようなこの新しい公共サービスを担う市民の活動は、特に重要であり、次のような

社会的意義があると考えます。社会的意義があると考えます。社会的意義があると考えます。社会的意義があると考えます。    

    

        （１）公共サービスの新たな担い手として、市民の多様なニーズに先駆的で、（１）公共サービスの新たな担い手として、市民の多様なニーズに先駆的で、（１）公共サービスの新たな担い手として、市民の多様なニーズに先駆的で、（１）公共サービスの新たな担い手として、市民の多様なニーズに先駆的で、

かつ迅速、柔軟に対応し、多種多様なサービスを提供することができる。かつ迅速、柔軟に対応し、多種多様なサービスを提供することができる。かつ迅速、柔軟に対応し、多種多様なサービスを提供することができる。かつ迅速、柔軟に対応し、多種多様なサービスを提供することができる。    

    

        （２）市民自らが地域の課題（２）市民自らが地域の課題（２）市民自らが地域の課題（２）市民自らが地域の課題を解決し、実践を通じた地域自治の実現が図られを解決し、実践を通じた地域自治の実現が図られを解決し、実践を通じた地域自治の実現が図られを解決し、実践を通じた地域自治の実現が図られ

る。る。る。る。    

    

        （３）これまで地域コミュニティづくりを担ってきた自治会等の地縁団体と、（３）これまで地域コミュニティづくりを担ってきた自治会等の地縁団体と、（３）これまで地域コミュニティづくりを担ってきた自治会等の地縁団体と、（３）これまで地域コミュニティづくりを担ってきた自治会等の地縁団体と、

いわゆるテーマ型のＮＰＯ法人やいわゆるテーマ型のＮＰＯ法人やいわゆるテーマ型のＮＰＯ法人やいわゆるテーマ型のＮＰＯ法人や市市市市民活動団体が、それぞれの特性を活か民活動団体が、それぞれの特性を活か民活動団体が、それぞれの特性を活か民活動団体が、それぞれの特性を活か

し連携・協力することにより、地域コミュニティの一層の活性化を図るこし連携・協力することにより、地域コミュニティの一層の活性化を図るこし連携・協力することにより、地域コミュニティの一層の活性化を図るこし連携・協力することにより、地域コミュニティの一層の活性化を図るこ

とができる。とができる。とができる。とができる。    

    

        （４）市民の社会参加を通じて、地域における新たな自己実現や社会貢献、交（４）市民の社会参加を通じて、地域における新たな自己実現や社会貢献、交（４）市民の社会参加を通じて、地域における新たな自己実現や社会貢献、交（４）市民の社会参加を通じて、地域における新たな自己実現や社会貢献、交

流の場を創出することができる。流の場を創出することができる。流の場を創出することができる。流の場を創出することができる。    

                                            

        

                今後は、その役割分担によって、単なる行政への参加ではなく、それぞれの今後は、その役割分担によって、単なる行政への参加ではなく、それぞれの今後は、その役割分担によって、単なる行政への参加ではなく、それぞれの今後は、その役割分担によって、単なる行政への参加ではなく、それぞれの

資源や能力等を活かした協働を進めていくことが重要です。資源や能力等を活かした協働を進めていくことが重要です。資源や能力等を活かした協働を進めていくことが重要です。資源や能力等を活かした協働を進めていくことが重要です。    
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３３３３    協働の領域協働の領域協働の領域協働の領域    

    

                                                                                                    市民と行政の協働領域市民と行政の協働領域市民と行政の協働領域市民と行政の協働領域    

                                                                                                    

                                                                                                                    協 働 の 領協 働 の 領協 働 の 領協 働 の 領 域域域域    

            

    

    

    

ＡＡＡＡ    

    

    

    

    

ＢＢＢＢ    

    

    

    

    

ＣＣＣＣ    

    

    

    

ＤＤＤＤ    

    

    

    

ＥＥＥＥ    

各各各各    領領領領    域域域域    のののの    事事事事    例例例例    

・自治会・自治会・自治会・自治会    

・地区の行事・地区の行事・地区の行事・地区の行事    

・個人、団体の・個人、団体の・個人、団体の・個人、団体の    

    ボランティアボランティアボランティアボランティア    

活動活動活動活動    

・各種・各種・各種・各種補助事業補助事業補助事業補助事業    

    を活用した事を活用した事を活用した事を活用した事    

    業業業業    

・まちづくり活・まちづくり活・まちづくり活・まちづくり活

動等動等動等動等    

・イベント企画・イベント企画・イベント企画・イベント企画

型実行委員型実行委員型実行委員型実行委員

会会会会    

・市民公益活動・市民公益活動・市民公益活動・市民公益活動

団体への協団体への協団体への協団体への協

働委託事業働委託事業働委託事業働委託事業    

・行政計画策定・行政計画策定・行政計画策定・行政計画策定

への参加への参加への参加への参加    

・市民委員会へ・市民委員会へ・市民委員会へ・市民委員会へ

の参加等の参加等の参加等の参加等    

・各種公共事業・各種公共事業・各種公共事業・各種公共事業    

・施設整備事業・施設整備事業・施設整備事業・施設整備事業    

・許認可、行政・許認可、行政・許認可、行政・許認可、行政

処分等処分等処分等処分等    

    

ＡＡＡＡ：市民の責任と主体性によって行う領域：市民の責任と主体性によって行う領域：市民の責任と主体性によって行う領域：市民の責任と主体性によって行う領域    

Ｂ：市民の主体性のものに行政の協力のよって行う領域Ｂ：市民の主体性のものに行政の協力のよって行う領域Ｂ：市民の主体性のものに行政の協力のよって行う領域Ｂ：市民の主体性のものに行政の協力のよって行う領域    

Ｃ：市民と行政がそれぞれの主体性のもとに行う領域Ｃ：市民と行政がそれぞれの主体性のもとに行う領域Ｃ：市民と行政がそれぞれの主体性のもとに行う領域Ｃ：市民と行政がそれぞれの主体性のもとに行う領域                    協働の領域協働の領域協働の領域協働の領域    

Ｄ：市民の協力を得ながら行政の主体性のもとに行う領域Ｄ：市民の協力を得ながら行政の主体性のもとに行う領域Ｄ：市民の協力を得ながら行政の主体性のもとに行う領域Ｄ：市民の協力を得ながら行政の主体性のもとに行う領域    

Ｅ：行政の責任と主体性によって行う領域Ｅ：行政の責任と主体性によって行う領域Ｅ：行政の責任と主体性によって行う領域Ｅ：行政の責任と主体性によって行う領域    

    

    

協働は目的でなく手段協働は目的でなく手段協働は目的でなく手段協働は目的でなく手段     

    

            協働は、それ自体が目的ではなく、「市民主体のまちづく協働は、それ自体が目的ではなく、「市民主体のまちづく協働は、それ自体が目的ではなく、「市民主体のまちづく協働は、それ自体が目的ではなく、「市民主体のまちづく     

    りや住民により良いサービスを提供するための取り組み手法りや住民により良いサービスを提供するための取り組み手法りや住民により良いサービスを提供するための取り組み手法りや住民により良いサービスを提供するための取り組み手法     

    のひとつ」です。のひとつ」です。のひとつ」です。のひとつ」です。     

            日南市が行う事業の中には、市が単独で実施した方が効果日南市が行う事業の中には、市が単独で実施した方が効果日南市が行う事業の中には、市が単独で実施した方が効果日南市が行う事業の中には、市が単独で実施した方が効果     

    的なものもあります。的なものもあります。的なものもあります。的なものもあります。     

            また、逆にパートナーが独自に行った方が効果的な事業もまた、逆にパートナーが独自に行った方が効果的な事業もまた、逆にパートナーが独自に行った方が効果的な事業もまた、逆にパートナーが独自に行った方が効果的な事業も     

    あり、市の関わり方に留意する必要があります。あり、市の関わり方に留意する必要があります。あり、市の関わり方に留意する必要があります。あり、市の関わり方に留意する必要があります。     

            そのことを十分踏まえたうえで、協働を進めていくことがそのことを十分踏まえたうえで、協働を進めていくことがそのことを十分踏まえたうえで、協働を進めていくことがそのことを十分踏まえたうえで、協働を進めていくことが     

    必要です。必要です。必要です。必要です。     
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 市民が担う領域市民が担う領域市民が担う領域市民が担う領域  

 

 行政が行政が行政が行政が担う領域担う領域担う領域担う領域  

 



 

 

４４４４    協働の基本ルール協働の基本ルール協働の基本ルール協働の基本ルール    

協働を進めるうえで、市民と行政は、一方へ依存することなく協働の領域協働を進めるうえで、市民と行政は、一方へ依存することなく協働の領域協働を進めるうえで、市民と行政は、一方へ依存することなく協働の領域協働を進めるうえで、市民と行政は、一方へ依存することなく協働の領域        

を十分に認識しながら、対等な関係で役割分担を行い、より良いパートナーを十分に認識しながら、対等な関係で役割分担を行い、より良いパートナーを十分に認識しながら、対等な関係で役割分担を行い、より良いパートナーを十分に認識しながら、対等な関係で役割分担を行い、より良いパートナー        

シップを築いていく必要があります。シップを築いていく必要があります。シップを築いていく必要があります。シップを築いていく必要があります。    

                そこで、次の基本ルールに基づき協働のまちづくりを推進するものとしまそこで、次の基本ルールに基づき協働のまちづくりを推進するものとしまそこで、次の基本ルールに基づき協働のまちづくりを推進するものとしまそこで、次の基本ルールに基づき協働のまちづくりを推進するものとしま        

す。す。す。す。    

    

    （１）（１）（１）（１）対等・相互理解対等・相互理解対等・相互理解対等・相互理解    

                            市民と行政は、対等な立場に立ち相互に特性や違いを理解し、それぞれ役割市民と行政は、対等な立場に立ち相互に特性や違いを理解し、それぞれ役割市民と行政は、対等な立場に立ち相互に特性や違いを理解し、それぞれ役割市民と行政は、対等な立場に立ち相互に特性や違いを理解し、それぞれ役割

を担い、相互に補完しながら自立した活動を行っていきます。を担い、相互に補完しながら自立した活動を行っていきます。を担い、相互に補完しながら自立した活動を行っていきます。を担い、相互に補完しながら自立した活動を行っていきます。    

    

    （２）（２）（２）（２）自主性・主体性の尊重自主性・主体性の尊重自主性・主体性の尊重自主性・主体性の尊重    

                    市民は、これまでも自らの意思と責任において諸活動を実施し、本市の市民は、これまでも自らの意思と責任において諸活動を実施し、本市の市民は、これまでも自らの意思と責任において諸活動を実施し、本市の市民は、これまでも自らの意思と責任において諸活動を実施し、本市の                            

まちづくりを支えています。行政は、このような市民の自主性・主体性をまちづくりを支えています。行政は、このような市民の自主性・主体性をまちづくりを支えています。行政は、このような市民の自主性・主体性をまちづくりを支えています。行政は、このような市民の自主性・主体性を                

尊重し、今後も相互に協力して進めていきます。尊重し、今後も相互に協力して進めていきます。尊重し、今後も相互に協力して進めていきます。尊重し、今後も相互に協力して進めていきます。    

    

    （３）（３）（３）（３）目的の共有目的の共有目的の共有目的の共有    

                            市民と行政は、協働で行う事業の目的を共有し、その事業で達成する目市民と行政は、協働で行う事業の目的を共有し、その事業で達成する目市民と行政は、協働で行う事業の目的を共有し、その事業で達成する目市民と行政は、協働で行う事業の目的を共有し、その事業で達成する目                    

標を共有していきます。標を共有していきます。標を共有していきます。標を共有していきます。    

    

    （４）（４）（４）（４）情報公開・透明性の確保情報公開・透明性の確保情報公開・透明性の確保情報公開・透明性の確保    

                            協働事業を進める際には、その過程や内容を開示し、公開性と透明性を協働事業を進める際には、その過程や内容を開示し、公開性と透明性を協働事業を進める際には、その過程や内容を開示し、公開性と透明性を協働事業を進める際には、その過程や内容を開示し、公開性と透明性を                                    

確保していきます。確保していきます。確保していきます。確保していきます。    

    

    （５）（５）（５）（５）期限の明確化期限の明確化期限の明確化期限の明確化    

                            協働事業は、終了時期を明確にし、相互に確認を行っていきます。協働事業は、終了時期を明確にし、相互に確認を行っていきます。協働事業は、終了時期を明確にし、相互に確認を行っていきます。協働事業は、終了時期を明確にし、相互に確認を行っていきます。    

    

    （６）（６）（６）（６）評価の実施評価の実施評価の実施評価の実施    

                            協働事業は、相互に協働の成果を評価・検証し、明らかになった課題を協働事業は、相互に協働の成果を評価・検証し、明らかになった課題を協働事業は、相互に協働の成果を評価・検証し、明らかになった課題を協働事業は、相互に協働の成果を評価・検証し、明らかになった課題を                                    

次の協働に活かしていきます。次の協働に活かしていきます。次の協働に活かしていきます。次の協働に活かしていきます。    
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